
林野庁長官　　今
いまい
井　敏

さとし

　

新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
年
頭
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
台
風
第
18
号
に
よ
る
関
東
・
東
北
地
方
を
中
心
と
し

た
記
録
的
な
大
雨
災
害
が
あ
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
鬼
怒
川
が
は

ん
濫
す
る
様
子
を
御
覧
に
な
っ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
林
野
庁
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
関
係
機
関
、
関
係
団
体
等
と
の
連
携
に
よ
り
、

林
道
施
設
等
の
復
旧
を
進
め
る
と
と
も
に
、
山
地
災
害
を
事
前
に

防
止
・
軽
減
す
る
考
え
方
に
立
っ
た
治
山
事
業
も
進
め
、
国
民
の

安
全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
て
か
ら
今
年
で
５
年
に
な

り
ま
す
。
現
在
も
、
被
災
地
に
お
い
て
は
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
へ
の
深
刻
な
影
響
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
林
野
庁
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
昨
年
末
に
野
生
き
の
こ
等
の
出
荷
制
限
解
除
に
向
け
た
運

用
通
知
を
お
示
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
復
旧
・
復
興
の

歩
み
が
さ
ら
に
加
速
化
す
る
よ
う
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
て
、
戦
後
造
成
し
た
人
工
林
の
多
く
が
本
格
的
な
利
用
期
を

迎
え
る
中
で
、
こ
の
豊
富
な
森
林
資
源
を
循
環
利
用
し
な
が
ら
、

新
製
品
の
開
発
や
木
材
利
用
の
促
進
に
よ
り
木
材
需
要
の
拡
大
を

図
る
と
と
も
に
、
国
産
材
の
安
定
的
な
供
給
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
急
務

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
山
村
地
域
で
、
木
材
の
伐
採
・
搬
出
、
製

材
・
加
工
等
の
面
で
雇
用
の
場
が
再
生
・
創
出
で
き
れ
ば
、
文
字

ど
お
り
地
方
創
生
に
も
大
き
く
貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

林
業
成
長
産
業
化
の
実
現
に
向
け
、
林
野
庁
で
は
、
需
要
面
の

対
策
と
供
給
面
の
対
策
を
、
車
の
両
輪
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
り

な
が
ら
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
木
材
需
要
の
面
で
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ（
直
交
集
成
板
）、
耐
火

部
材
な
ど
新
た
な
製
品
・
技
術
の
開
発
・
普
及
が
大
き
な
課
題
の

一
つ
で
す
。
中
高
層
建
築
物
等
で
の
利
用
が
期
待
さ
れ
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ

に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
と
も
連
携
し
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
し
た

が
っ
て
、
建
築
基
準
の
整
備
、
実
証
建
築
の
積
み
重
ね
に
よ
る
施

工
ノ
ウ
ハ
ウ
の
確
立
、
生
産
体
制
の
整
備
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
産
材
の
利
用
を
拡
大
す
る
た
め
、
公
共
建
築
物
の
木
造

化
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
等
を
進
め
る
ほ
か
、
付

加
価
値
の
高
い
木
材
・
木
材
製
品
の
輸
出
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
お
け
る
競
技
施
設
・
選
手
村
等
の
木
造
化
・
木
質
化
は
、
我
が

国
の
木
の
文
化
を
世
界
に
対
し
て
発
信
す
る
好
機
と
と
ら
え
、
そ

の
準
備
も
進
め
ま
す
。

　

次
に
、
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
に
向
け
て
は
、
川
上

の
生
産
部
門
か
ら
川
下
の
需
要
部
門
ま
で
の
各
段
階
を
、
一
連
の
体

系
と
し
て
再
構
築
し
て
い
く
視
点
が
重
要
で
す
。
こ
う
し
た
考
え

に
立
ち
、
施
業
集
約
化
と
路
網
整
備
の
加
速
、
高
性
能
林
業
機
械

の
活
用
等
に
よ
る
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保
、

製
材
・
合
板
等
の
製
造
・
流
通
の
効
率
化
・
高
品
質
化
な
ど
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
際
、
一
般
会
計
へ
の
移
行
か
ら
４
年
目
を
迎
え
る
国
有
林
野

事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
林
業
成
長
産
業
化
に
向
け
た
地
域

の
取
組
を
、
技
術
の
開
発
・
普
及
の
面
、
木
材
の
効
率
的
な
生
産

や
搬
出
等
の
面
で
後
押
し
す
る
観
点
に
立
ち
、
地
方
自
治
体
や
地

域
の
関
係
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
ま
す
。
こ
う
し
た
観
点

が
ま
さ
に
公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
推
進
に
不
可
欠
で
あ
り
、
国

民
の
期
待
に
応
え
得
る
国
有
林
野
事
業
の
あ
る
べ
き
姿
と
し
て
、

率
先
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
主
伐
・
再
造
林
の
本
格
展
開

の
中
で
、
今
や
国
民
生
活
へ
の
影
響
が
極
め
て
大
き
く
な
っ
て
い
る

花
粉
症
対
策
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　

現
在
、
林
野
庁
で
は
、
森
林
・
林
業
基
本
法
に
基
づ
き
、
概
ね

５
年
ご
と
に
改
訂
す
る「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」の
見
直
し
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
森
林
・
林
業
政
策
全
般
に
わ
た
る
点

検
・
検
証
と
検
討
の
大
作
業
で
す
が
、
戦
後
造
成
し
た
人
工
林
が

本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い
る
中
で
、
従
来
、
保
育
・
間
伐
主

体
で
施
業
を
進
め
る
こ
と
を
念
頭
に
お
い
た
政
策
体
系
を
、
主
伐
・

再
造
林
の
政
策
体
系
に
円
滑
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
視
点

の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
需
要
面
の
対
策
、
供
給
面
の
対

策
と
も
ど
も
、
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
に
と
ど
ま
ら
な
い
施
策
の

方
向
付
け
を
す
べ
く
検
討
を
進
め
、
で
き
る
も
の
か
ら
施
策
の
具

体
化
を
図
る
覚
悟
で
す
。

　

昨
年
10
月
に
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
T
P
P
）協
定
が

大
筋
合
意
に
至
り
ま
し
た
。
交
渉
は
、
即
時
の
関
税
撤
廃
が
原
則

の
中
で
、
合
板
な
ど
の
林
産
物
に
つ
い
て
は
、
長
期
の
関
税
撤
廃

期
間
や
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
を
措
置
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
長

期
的
に
は
国
産
材
価
格
の
下
落
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
政
府

の「
T
P
P
総
合
対
策
本
部
」で
決
定
さ
れ
た
政
策
大
綱
に
基
づ
き
、

合
板
・
製
材
の
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
や
国
際
競
争
力
の
強
化
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

昨
年
12
月
に
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
C
O
P
21
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
地
球
温
暖
化
の
防
止
は
全
世
界
的
な
課
題
で
あ
り
、
間
伐
等

の
森
林
整
備
・
保
全
が
行
わ
れ
た
森
林
は
多
く
の
C
O
2
を
吸
収

し
固
定
し
ま
す
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
森
林
整
備
等

を
積
み
重
ね
る
こ
と
を
通
じ
た
森
林
吸
収
源
対
策
の
推
進
に
よ
り
、

地
球
環
境
問
題
に
も
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
は
、
直
接
的
に
関
連
産
業
に
従
事
す

る
人
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
国
民
の
生
活
に
密
接
に
関
連
し
た
営

み
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
産
業
政
策
の
観
点
だ
け
で
な
く
、
地
域

の
振
興
や
自
然
環
境
の
保
全
の
観
点
な
ど
、
多
面
に
わ
た
る
役
割

と
広
が
り
を
持
っ
た
政
策
分
野
で
す
。
そ
れ
だ
け
、
国
民
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
期
待
も
大
き
い
政
策
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ

う
し
た
期
待
に
応
え
う
る
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
実
現
の
た

め
、
林
野
庁
は
、
関
係
者
の
皆
様
と
協
力
・
連
携
し
な
が
ら
、
意

欲
を
も
っ
て
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
皆
様
の
よ
り
一
層
の
御
支
援
・

御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
全
国
各
地
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
発
展
と
、

皆
様
の
益
々
の
御
健
勝
と
御
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年

頭
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

所
感

年
頭
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